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二
、
岐
阜
岳
連
隊

隊
員
、
都
竹
勝
(
隊
長
、
お
)
、
筋
田
雅
則

(
お
〉
、
岩
佐
善
弘
(
幻
)
、
日
比
野
治
美

(
幻
〉
、
中
原
良
材
(
お
〉
。

往
路
経
由
地
、
四
・
四
(
先
発
隊
)
、
羽
田
、

カ
ラ
チ
。
五
・
三
(
本
隊
〉
、
羽
田
、
ヵ

ラ
チ
。
五
・
一
五
(
カ
ラ
チ
、
ラ
ワ
ル
ピ

シ
デ
イ
〉
五
・
一
一
一
(
ピ
ン
デ
ィ
発
〉
、
ニ

こ
(
カ
ラ
l

ム
)
二
五
(
ウ
ト
ロ
ー
ル
、

ガ
プ
ラ
ル
〉
。

活
動
区
域
、
(
地
図
参
一
照
)
、
ガ
ブ
ラ
ル
本
谷

の
源
頭
付
近
。
登
山
の
あ
と
、
カ
チ
カ
ニ

谷
か
ら
ツ
ル
・
ラ
ス
プ
ー
ル
に
出
、
マ
ス

ツ
1

ジ
経
由
、
チ
ト
ラ
ル
に
で
る
。

登
筆
活
動
、
五
・
三
一
、
キ
ャ
ラ
パ
シ
開
始

(
麿
員5
名
、
通
訳
1

名
、
枇
官
官2
名
、

担
夫
幻
名
、
計
鈎
名
)
。
ハ
ラ
ハ
リ
谷
入

口
、
マ
イ
ダ
ン
。
B
C
(
六
・
二
〉
、
氷
河

の
末
端
、
三
五O
O
m
v

C
I
(
四
二
O
O
m
、
六
・
六
〉
、
六
・
七

東
側
の
窓
に
向
う
、
四
六
三
四
m
に
ピ
パ

l

夕
、
仮
の
C
2
。

六
・
八
、
P
1

、

P
2

の
コ
ル
(
五
O

一

四
m
w
B
C

に
戻
る
。
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川
次
剛

山
問
問
川

六
・
一
一
に
書
い
て
托
し
た
こ0
0
本
の

手
紙
は
結
局
一
本
も
日
本
に
つ
か
ず
。

六
・
一
七
、
全
国
貝C
1

へ
。

六
・
一
九
、
C
2
(
四
七
O
O
m
〉

六
・
二
一
、
岩
佐
、
中
原
C
2

発
四
時
、

P
2
(
五
五
O
O
m
〉
一
0
・
四
O
着
。

六
・
ニ
二
、
全
員
コ
ル
を
越
え
雪
墜
を
下

り
、
四
二
四
六
m
(
カ
チ
カ
ニ
氷
河
上
〉

泊
り
。

六
・
二
四
、
泊
地
合
ニ
二
三
O
m
v

六
・
二
五
、
ソ
ル
・
ラ
ス
プ
ー
ル
。

六
・
二
六
、
マ
ス
ツ
I

ジ
。

六
・
三
O
、
チ
ト
一
フ
ル
。

帰
路
、
チ
ト
ラ
ル
、
ロ
ワ
ラ
イ
峠
、
デ
ィ

l

ル
、
.
へ
シ
ャ
ワ
ー
ル
、
ピ
ジ
Jア
ィ
、
カ

ラ
チ
、
デ
リ
l

、
台
北
、
羽
田
着
ハ
七
・

一
六
。

社団
法人

A
V
 

本
隊
は
五
名
と
い
う
小
数
部
隊
で
ス
ワ
ッ

ト
の
奥
地
に
入
り
、
一
九
六
七
年
に
京
都
教

育
大
学
隊
が
残
し
た
部
分
で
一
つ
の
初
登
頂

を
行
な
い
、
完
壁
な
三
六O
度
写
真
を
と
っ

て
貴
重
な
資
料
を
衡
ら
し
た
。

そ
の
上
、
チ
ト
ラ
ル
と
ス
ワ
ッ
ト
の
州
境

上
に
あ
る
未
知
の
、
し
か
も
急
峻
な
コ
ル
を

無
事
に
越
え
、
新
ら
し
い
部
分
を
開
拓
し
た

こ
と
は
賞
讃
に
値
す
る
。
但
し
手
続
き
上
に

不
備
な
点
の
あ
っ
た
こ
と
は
遺
感
で
あ
る
。
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P
2
(
五
五
O
O
m
)
か
ら
南
西

、

雨
、
南
東
を
望
ん
だ
も
の
(
下
図
〉

三
、
富
山
女
性
踏
査
隊

隊
員
、
有
本
朋
子
(
隊
長
お
)
、
竹
上
邦
子

(
副
隊
長
、M
M〉
、
田
村
幸
子
(
刊
台
、
黒
一
左
の
遠
く
に
見
え
る
一
一
一
角
椎
の
山
は
フ
ア

回
久
子

(
n
v
h
-

フ
グ
・
サ
1

ル
(
五
九
一
八
m
y

活
動
地
縁
、
ヵ
l

ブ
ル
、
ブ

-
7

ゾ
ム
、
ス

一
中
央
の
左
に
大
き
く
高
い
の
は
ミ
ア
γ
グ

ワ
ッ
ト
、
コ

1

・
ィ
・
パ
パ
。
一
ル
・
サ

1

ル
(
現
地
名
、
パ
1

ル
、
五
九
九

往
路
、
横
浜
(
6
・
5
)、
ソ
連
経
事
由
カ1

一
六
m
、
双
峰
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
〉
。

プ
ル
。
シ
ャ
1

・
フ
ラ
デ
ィ
(
五
一
四
一
一
一
四
目
前
の
谷
は
ガ
プ
ラ
l
ル
本
谷
。

m
〉
の
東
ぬ
L
Mに
あ

る
五
O
入
七
m
を
目
日
中
央
の
近
い
屋
根
形
の
峰
は
P
3

(五
一
一
一

指
そ
う
と
し
た
が
、
治
安
の
不
安
で
予
定w
O
O
m
y

変
更
、
チ
ト
ラ
ル
に
向
う
。
小
一
番
右
の
白
い
高
い
の
が
五
八
七
一

m
u
。

チ
ト
ラ
ル

(
6
-
m
w
プ
ニ
、
ソ
ノ
ゴ

l
w

一
九
六
八
年
に
英
国
隊
の
一
つ
が
初
登
し
た

ル
、
マ
ス
ツ
l

ジ
、
ラ
l

マ
ン
、
パ
ル
ガ
市
山
。
登
路
は
裏
側
で
あ
る
。
こ
の
山
は
チ
ト

ム
谷
へ
入
る
。
町
一
ア
ル
と
ス
ワ
ッ
ト
の
州
坊
を
な
す
山
脈
に
あ

さ
フ

F

マ
リ

1
(
グ
ラ
ポ
l

ト
氷
河
の
入
山
り
カ
チ
カ
ニ
峠
(
四
七
六
六
m
)
と
マ
ナ
リ

口
、
6

・
m
m
)、五
O
O
m

の
岩
壁
と
二
叩
峠
(
四
九
一
一
一
m
〉
の
問
で
は
最
高
の
峰
で

本
の
滝
で
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
一
戻
っ
て
デ吋あ
る
。

ィ
ル
シ
ャ
i

ル
(
ゴ
ル
ド
ハ
ン
氷
河
の
入
叩
岐
阜
隊
は
こ
れ
を
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ア
ズ
と

口
)
、B
C
(
五
二
O
O
m
、
同
氷
河
上
、
一
命
名
し
た
が
、
英
国
隊
は
ハ
ラ
ハ
リ
と
呼
ん

7

・
5

〉
、
隊
長
変
調
下
山
、
田
村
に
付
き
一
で
い
る
。
し
か
し
、
一
九
六
七
年
に
ハ
ラ
ハ

添
わ
れ
チ
ト
ラ
ル
へ
戻
る
。
一
リ
谷
を
遡
っ
て
州
境
上
に
あ
る
五
六
三
九

m

竹
上
、
黒
田
一
フ
ス
プ
ー
ル
河
遡
行
。
一
峰に
迫
っ
た
京
都
教
育
大
隊
の
事
実
を
考
え

パ
ル
ガ
ム
(
7
・
日
)
、
ソl

ル
-
一
フ
ス
プ
一
る
と
、
ハ
ラ
ハ
リ
降
の
名
は
こ
れ
に
つ
け
た

l

ル
、
カ
チ
カ
ニ
谷
出
合
、
タ
ロ
1
(
パ
山
方
が
適
切
の
よ
う
に
思
う
。
こ
の
山
は
写
真

シ
ュ
カ
ル
ゴ
ロ
〉
湖
、
マ
ナ
リ
谷
出
合
町
で
い
う
と
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ヤ
ズ
群
の
左
端
一

(
7
-
m
)、
タ
ロ

l

谷
遡
行
、
タ
ロ
l
-
N
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
吉
沢
)
一

(
3
頁
へ
続
く
)
一

( 1 ) -763 ー
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ア
ン

(
7
・
目
、
ド

ー
ム
状
で
全
部
氷
に

被
わ
れ
て
い
た
〉
、
戻
る
。

マ
ナ
リ

谷
出

合
(
7
・

m
w

ハ
ラ
ハ
リ
峠
と
の
分
岐
点

(
マ
ナ
リ
峠
直
下
回
四O
O
m
)
、
峠
の
頂

上
(7
-

m
)、
ス
ワ
ッ
ト
側
へ
下
る
、
ガ

プ
ラ
l

ル
(
7
・

勾
〉
、
レ
ス
ト
・

ハ
ウ
ス

に
日
本
女
性
二
名
の
署
名
あ
り
)、

パ
ド

ワ
ル
峠
、
ラ
ム
テ
ィ
l

ル
(
7
・

m
)、
カ

ル
コ
ッ
ト
(
7
・
幻
)
、
シ
ュ
ガー
ル
、
J
7

イ

1

ル
(
7
-
m
)、
ロ
ワ
ラ
イ

峠
、
ド
ロ

シ
ュ
、
チ
ト
ラ
ル

(
7
・
初
、
隊
長
、
田

村
と
再
会
〉
。1
1

カ

l

ブ
ル
へ
。

パ
ミ
ア
ン
(
8
・

U
)、

パ
ジ
カ
グ
峠
(
三

七
O
O
m
〉
で
偵
察
、
五
O
八
七
m
峰
は

手
に
負
え
ず
、
ノ
l

ム
・

ジ
ョ
ラ
ッ

ト
山

ハ
四
六O
O
m
〉
に
登
る
〈
隊
長
、
黒
田
、

I

5

4

 

《

〈
唱
よ

ι、

一
人
で
あ
る
。

女
性
が
そ
れ
と
し
て
危
険
な
存
在
で
あ
る

こ
と
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
が
、
た
と
え

一
国
の
大
都
会
で
あ
っ
て
も
、
一
人
で
の
行

動
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
。
危
険
は
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
待
伏
せ
て
い
る
。
男
性
に
近

い
女
性
で
も
同
じ
と
と
で
あ
る
。
ハ
吉
沢
〉

308-1971 ・ 2
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こ
の
遠
行
踏
査
隊
は
女
性
の
み
の
四
名
か

ら
な
る
も
の
で
あ
る
が

、

そ
の
特
異
な
隊
格

を
充
分
に
発
揮
し
て
、
男
性
隊
で
は
不
可
能

な
面
に
お
い
て
、
可
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て

き
て
い
る
。

前
記
の
行
動
記
録
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い

が
、

私
は
隊
長
か
ら
直
接
い
ろ
い
ろ
そ
の
体

験
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
総
合
的
な
報
告
書

の

一
日
も
早
く
出
る
と
と
を
期
待
し
て
い
る

C 

ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
l

ジ

一
、
H
・

R
踏
査
隊

(
慶応
大
学
山
の
会
)

隊
員
、
船
木
威
志
(
お
〉
、
久
保
田
哲
朗

(
お
〉
、
矢
田
部
満
〈M)。

活
動
地
域
、

7
ス
ツ
l

ジ
河
の
支
流
ゴ

ー
レ
シ
河
(

一
九
六
七
年
に
東
京
農

大
隊
が
入
っ
た
)
に
入
る
シ
ャ
キ
オ

グ

l
谷
源
流
と
イ
シ
ュ
ポ
リ
リ

谷
。

登
山
活
動
、
チ
ト
ラ
ル

(7

・
口
〉
、
ウ

ズ
ゴ
l

ル
(
時
)
、
ロl
ジ
ナ
リ
(日
)

シ
ャ
キ
オ
グ

l

村
の
上
(
幻
〉
。

登
饗
活
動
、
ラ
ス
プ
ー

ル
峠
の
西
面
、

東
面
で
大
部
苦
労
す
る
。

・

パ
シ
ュ
カ
l
ル
ゴ
ロ
峰
(
五
四
O
O

m
〉
登
頂
(
8
・
6

、
ィ
シ

ュ
ポ
リ

リ
側
か
ら
四
時
間
)
、
第
二
登
。

・
イ

シ
ュ
ポ
リ
リ
峰
(
五
九
O
O
m
)、

試
登
(8
・

m
)、
北
峰
(
?
〉

、

経
由
最

高
到
達
点
(
?
)
、B
C

。

(8
・

u
l
m
〉
、
イシ
ュ
ポ
リ
リ
谷
か
ら

ラ
ス
.
アー
ル
、
マ
ス
ツ
l

ジ
、
.
フ
ニ
、
チ

ト

ラ
ル
。

(
注
・

こ
の
仮
報
告
書
に
は
各
地
点
の
高
度

が
一
つ
も
書
い
て
な
い
。
い

ず
れ
照
会
し
て

追
補
す
る
。
地
図
は
近
い
う
ち
に
こ
の
「山
」

へ
出
る
も
の
(
各
隊
の
協
力
に
よ
る
)
を
参

照
さ
れ
た
い
。
尚
、
五
八
二
七
m
の
タ
ル
イ

ウ
ツ
峰
は
シ
ャ
キ
r
p
l

側
か
ら
は
一
寸
難

し
い
よ
う
で
あ
る
。
(

吉
沢
〉

A
V
 

二
、
雲
表
倶
楽
部
隊

と
し

ゐ
9

隊
員
、
浅
賀
隆
明
(
お
)
、
三
好
捷
〈
ル
(
お
)

池
田
雅
美
(
勾
)
。

往
路
、
6

・
日
1

げ
、
ピ
ン
デ
ィ
か
ら
陸
路

チ
ト
ラ
ル
へ
。
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
通
訳

を
傭
う
、
五
0
日
間
で
一
0
0
0
ル
ピ
。

m
u
l幻
、
チ
ト
-
フ
ル
、
プ
ニ

、

マ
ス
ツ
l

ジ
。
※

市lui1 

@ 

5円↑.6u'rvey 6175 

-765ー ( 3 ) 

※
登
撃
活
動
、
6

・
初
、
パ
ナ
リ
ロ
氷
河
へ

向
う
。
7

・
1

、

B
C

(地
図
参
照
)、

山
、
四
八
五
O
m
峰
に
登
る
。
日
、
C
I

、

M
、
四
八
O
O
m
へ
、
目
、
ツ
イ
I

蜂
の

北
側
五
二
O
O
m
ま
で
、
目
、
天
候
回
復

の
見
込
み
な
く
B
C

へ
。
幻

、

B
C

よ
り

ラ
シ
ュ
ト
へ
。A
V
 

H
R

の
未
踏
峰
が
毎
年
幾
っ
か

づ
っ
登
ら

れ
て
い
く
の
は
ど
承
知
の
通
り
だ
が

、

六
O

O
O
m
以
上
で
登
り
甲
斐
の
あ
る
の
が
ま
だ

ま
だ
沢
山
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶
の

至
り
で
あ
る
。

ツ
イ

の
つ
く
三
峰
も
仲
々
手
強
い
ら
し
い

六
九
年
に
英
国
隊
が
E

峰
で
失
敗
し
た
と
と

は
「
岩
と
雪
」
の
凶
号
で
詳
し
く
紹
介
し
て

あ
る
。

雲
表
隊
は
三
人
で
I

峰
に
挑
ん
で
失
敗
し

た
。
天
候
の
怒
化
に
も
よ
ろ
う
が
、
氷
河
も

岩
場
も
相
当
手
強
い
ら
し
い
か
ら
、
A
A忌民
は

も
う
少
し
大
部
隊
で
行
っ
た
ら
ど
ん
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
二
度
で
も
三
度
で
も
攻
め
る

価
値
の
あ
る
山
ら
し
い
。

(士
ロ
沢〉
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日
本
山
岳
会
々
長

三
田
幸
夫
様

。

隊
員
、
太
田
徳
風
(
隊
長
、
回
〉
、
今
成
征

ニ
(
副
隊
長
、
初
〉
、
川
田
哲
二
(
登
挙

隊
長
、
ぬ
〉
、
河
野
吏
(
叩
)
、
小
川
允
己

(
m
w
川
井
康
男
(
登
楼
副
隊
長
、
m叫
〉.

堀
江
礼
二
(
幻
〉
、
椎
塚
直
人(
m
m
)
、
西

村
誠
夫
(
お
〉
、
宮
川
清
彦
(
幻
〉
、
和
田

豊
司
(
川
己
、
石
川
博
(
お
)
、
安
井
忠
(
幻
〉

山
辻
英
也
(
大
阪
市
大
、
医
師
、
お
〉

往
路
、
8

・
8

ハ
羽
田
〉
、
ヵ
ル
カ
ッ
夕
、
ヵ

ト
マ
ン
ズ
、
ポ
カ
ラ

(
8
・

日
l
m
〉
。

登
筆
活
動
、
B
C

〈9
・
9

、
四
四

O
O
m
〉

c
I

(目
、
五
O
O
O
m
〉
、C
2
(
初
、

五
七
O
O
m
〉
、
C
3
(
幻
、
六
三
o
o

m
)、

C
4
(
ω
-
u
、
六
九
O
-
O
m〉
、

C
5
(路
、
七
回
O
O
m
)、

C
6

(
A
C、

四
、
七
八
O
O
m
w
頂
上
(
初
、
八
一
七

二
m
、
日
・
必
師
、
川
田
哲
二
、
ラ
グ
パ

・

テ
シ
ジ
ン
〉
、B
C
(
m
-

n
l
お
〉
、

フ
レ
シ
チ
・
コ
ル
(
幻
〉
、
ッ
グ
チ
エ
(
お

A
V
 

拝
啓
、
同
志
社
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ・
ド
ウ
ラ
ギ

リ
登
山
隊
出
発
に
際
し
ま
し
て
は
種
々
お

世
話
に
成
り
、
真
に
有
難
、
つ
ござ
い
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
蔭
様
に
て
一
行
一
四
名
無
事
、
ご
一
月

一
日
帰
国
致
し
ま
し
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
ど
報
告
申
上
げ
ま
す
。

い
ず
れ
詳
し
い
ご
報
告
は
改
め
て
提
出

さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
不
取
敢
概
略
骨
子

の
み
別
紙
の
返
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

先
ず
は
御
礼
穿
々
帰
国
の
ご
報
告
を
申
述

ベ
ま
す
。
敬
具

昭
和
四
五
年
二
一
月
一
二
日

同
志
社
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊

隊
長
太
田
徳
風

!

日
・
3
)
、
ポ
カ
ラ
(
日
・
ロ
1

日
〉
、

カ
ト
マ
シ
ズ
(
日
l
m
)

帰
路
、
ヵ
ト

マ
ン
ズ
、
伊
丹
空
港
(ロ
・l
y

A
V
 

(
追
っ
て
、
隊
員
、
堀
江
礼
二
君
よ
り
士
口
沢

宛
の
私
信
を
紹
介
し
て
お
く
)
於
K
T
M

、

日
-

m
記
「
前
賂
ご
免
下
さ
い
。
ご
無
沙
汰

致
し
て
お
り
ま
す
」
。

長
年
の
計
画
で
あ
っ
た
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
を
m

.

初
登
頂
と
い
う
成
果
を
も
っ
て
日
本
へ
帰

れ
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

往
き
の
キ
ャ
ラ
パ
シ
は
ポ
カ
一
フ
よ
り
ム
リ

ま
で
は
ス
ム
ー

ズ
に
い
き
ま
し
た
が
、
マ
ヤ

ン
デ
ィ
・
コ
l

ラ
は
ダ
峰
下
へ
の
カ
ル
カ
へ

牛
を
上
げ
る
た
め
の
道
が
あ
り
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。
し
か
し
モ
ン
ス
ー

ン
中
故
、
幾
度
も

渡
渉
や
畑
の
畦
道
の
泥
の
中
を
歩
か
さ
れ
、

又
、
蛭
に
食
い
つ
か
れ
て
の
行
進
で
し
た
。

今
年
は
モ
シ
ス
l

y
初
期
に
多
量
に
降
っ

た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
の

豪
雨
に
は
会
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
夕
方
六
時
頃
よ
り
前
は
雨
で
、

カ
ー
ト
ン

・

ポ
ッ
グ
ス
の
荷
物
は
雨
に
濡
れ

て
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
致
し
ま

し
た
。シ

ェ
ル
パ
一
七
名
(
内
ロー
カ
ル
は
六
名
〉

で
隊
員
一
四
名
、
ポ
1

タ
ー
が
ニ
O
九
名
と

い
う
大
部
隊
に
な
り
ま
し
た
が
、
サ
l

ダ
1

ラ
グ
パ
・
テ
ソ
ジ
ン
は
実
に
よ
く
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
つ
と
め
て
く
れ
、
彼
と
同
郷
の
カ

シ
チ
ャ
・

シ
ェ
ル
パ
を
使
っ
て
、
全
く
何
の

苦
労
も
せ
ず

、

又
ポ
1

タ
l

の
賃
上
げ
の
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
来
れ
ま
し
た
。
二
人
と
も
英

語
は
読
み
書
き
が
出
来
、
サ
1

.
Fl
は
シ
ェ

ル
パ
の
中
で
は
今
、
一
番
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

三
八
O
O
m
の
最
後
の
芝
生
の
生
え
て
い

る
地
点
に
9

・
3

、
レ
ス
ト
・
キ
ャ
ン
プ
を

設
け
ま
し
た
。
ム
リ
か
ら
は
六
日
間
か
か
り

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

∞o
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰

(八
一
六
七
m
)
0
0
0
0
0
0
0
0
∞

|

|
八
千
米
峰
を
加
え
た
同
志
社
大
学
|
|

そ
の
間
一
度
だ
け
ダ
峰
を
見
た
の
み
で
し
一
し
か
し
時
間
的
制
限
一
杯
で

C
6

を
設
け

た
。
一
ま
し
た
。
丁
度
フ
ォ
ル
ス
ピ

l
p

の
取
付
直

高
度
順
化
を
か
ね
て

、

9

・
6

、
に
四
四
一
下
で
わ
れ
わ
れ
は
，
鷹
の
巣H
と
呼
び
ま
し

o
o
m
、
マ
ヤ

γ
デ
ィ
氷
河
の
そ
レ
ン
上
に
一
た
。
全
く
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
、
雪
が
凸
凹
に

B
C

を
設
営
致
し
ま
し
た
。
丁
度
「
梨
ル
l

一
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ト
」
の
下
に
当
り
ま
す
。
一
僅
か
一
張
り
の
場
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
よ
り
N
E

コ
ル
よ
り
落
ち
て
い
る
氷
一C4
か
ら
上
は
ス
イ
ス
隊
の
フ
ィ
グ
ス
も
ま

爆
の
登
診
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
全
く
す
ご
一
だ
残
っ
て
お
り
、
ロ
ッ
グ
・
ピ
ト

γ

は
日
本

く
何
処
か
ら
手
を
つ
け
て
良
い
か
皆
目
わ
か
一
で
は
見
ら
れ
な

い
非
常
に
大
き
い
も
の
で
、

ら
ず
、
又
天
気
も
昼
ま
で
し
か
保
た
ず
、
毎
一
北
ア
の
鎖
を
と
め
で
あ
る
よ
う
な
大
き
な
も

日
雨
と
み
ぞ
れ
の
中
で
の
苦
し
い
ル
1

ト
エ
一
の
で
、
フ
ィ
グ
ス
は
麻
と
ナ
イ
ロ
ン
で
し
た
。

作
で
し
た
。
一

C
5

の
一
寸
上
の
岩
稜
に
は
ス
キ
ー
の
ス
ト

氷
四
階
とN
E

コ
ル
の
中
聞
に
c

ー
を
設
営
一
ッ
タ
が
あ
り
、
テ
ン
ト
も
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ

こ
の
上
に
ま
だ
氷
、
爆
が
あ
り
、N
E

コ
ル
直
一
て
残
っ
て
い
ま
し
た
。
B

型
の
軽
合
金
の
カ

下
ま
で
あ
り

、
ダ
峰
の
N
E

壁
か
ら
雪
崩
が
一
ラ
ピ
ナ
も
捨
て
て
あ
り、彼
ら
も
や
は
り
上

あ
り
、
胸
を
つ
く
急
斜
面
で
し
た
が
、
コ
ル
一
部
の
物
は
持
っ
て
下
ら
ず

、

全
部
放
棄
し
た

は
全
く
広
く
、
ス
イ
ス
隊
が
ピ
ラ
ト
ス
ポ
1

一
ょ
う
で
す
。

タ
ー

で
お
り
た
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
一
一

O
月
二
O
目
、
六
時
に
川
田
隊
員

一と
サ

N
E

稜
は
こ
と
よ
り
急
に
せ
り
上
り
、
稜
一
1

ダ
l

、
ラ
タ
パ
・

テ
ン
ジ

γ
は
仏
を
担
ぎ

と
い
う
よ
り
完
全
な
カ
ベ
で
、
コ
ル
の
広
さ
一
一
一
・
四
五
頂
上
に
立
ち
ま
し
た
。
岩
は
何

か
ら
み
て
ど
こ
か
ら
こ
の

N
E
稜
に
と
り
つ

一
か
海
岸
に
あ
る
よ
う
な
岩
で
硬
く
、
石
こ
ろ

く
の
か
わ
か
ら
ず
、
C
2

よ
り
一
気
に
登
っ
一
ら
し
き
も
の
は
皆
無
だ
と
い
っ
て
い
ま
し

て
い
る
稜
線
に
と
り
つ
い
た
と
こ
ろ
、
シ
ェ
一
た
。

ル
パ
二
人
と
私
も
含
め
て
四
人
が
流
さ

れ
ま

一
登
頂
出
来
た
要
因
と
し
て
は
や
は
り
α
を

し
た
。
一

C
5

か
ら
使
い
出
し
、
寝
る
時
は
毎
分
0

・

幸
い
表
層
だ
っ
た
の
で
一
五
O
m
ば
か
り
一
五
J

出
し
、
行
動
中
は
一
ニ'e・e・-b
使
っ
た
ζ

と
に

で
停
ま
り
ま
し
た
。
九
月
二O
目
、

C
2

。
一
も
あ
る
よ
う
で
す
。
睡
眠
中
の
仏
使
用
は
、

メ
ン
バ
ー

を
チ
ェ
ン
ジ
し
て
九
月
二
八
日
に
一
次
の
日
の
行
動
を
非
常
に
ス
ム
ー

ズ
に
し
、

C
3

を
グ
レ
パ
ス
の
直
下
に
設
営
し
ま
し
一
そ
れ
ほ
ど
疲
労
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

た
。
一
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
か
ら
上
は
急
で
、
C
6

ま
で
は
固
定
一
又
、
ラ
ジ
オ

・

イ
ン
デ
ィ
ア
の
放
送
も
適

綱
の
ベ
タ
張
り
で
、
ユ
マ
I

ル
が
威
力
を
発
一
確
で
、
シ
ェ
ル
パ
達
の
観
天
望
気
と
合
っ
て

海
し
ま
し
た
。
C
4

も

小
さ
な
テ
ラ
ス
で

、
一
お
り
、
そ
れ
を
旨
く
と
ら
え
る
こ

と
が
出
来

二
張
り
が
や
っ
と
で
し
た
。
一
た
の
も
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
天
気
が
悪
く
な
り
、
丸
二
日
降
ら
一
ア
ン
デ
ス
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ス
ケー
ル

れ
テ
ン
ト
も
埋
れ
ま
し
た
。
約
一
週
間
の
ロ
一
で
、K
T
M
か
ら
見
て
い
て
も
扉
風
の
よ
う

ス
で
、
一
か
ら
ル
l

ト
の
つ
け
直
し
を
余
儀
一
に
釜
え
立ち
、
山
だ
と
い

う
実
感
が
湧
い
て

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
一
き
ま
す
。

C
5

は
岩
峰
の
直
下
で
一
O
月

一
七
日
に
一
一
一
一
月
初
句
に
日
本
に
帰
え
り
ま
す
が
、

設
営
し
ま
し
た
。
天
気
も
も
ち
直
し
て
き
ま
一
当
地
を
離
れ
る
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
、
己
に
ジ
ェ
ッ
ト

・

ス
ト
リ
ー
ム
が
一
一
度
お
目
に
か
か
り
、
じ
っ
く
り
と
お
話
し

吹
き
出
し
、
寒
く
な
り
風
も
強
く
な
り
ま
し
一
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
敬
具

た

世
界
最
高
の
壁
、
ナ
ン
ガ
・

パ
ル
パ
ッ
ト

の
ル
パ
l

ル
壁
も
執
効
な
K
・

M
・

ヘ
ル
リ

ヒ
コ

1

フ
ァ
l

の
率
い
る
登
挙
隊
に
よ
っ
て

七
O
年
六
月
二
七
日

、

遂
に
{
元
登
さ
れ
た
。

メ
ッ
ス
ナ

1

兄
弟
が
初
登
、
続
い
て
グ
I

エ

ン
と
シ
ョ
ル
ツ
が
同
じ
ル
1

ト
で
登
頂
し
た

し
か
し
デ
ィ
ア
ミ
l

ル
側
を
下
っ
た
初
登

者
兄
弟
の
一
人
、
ギ
ュ
ン
タ

l

は
雪
崩
で
行

方
不
明
と
な
り
、
こ
れ
に
端
を
発
し
てH
隊

長
に
対
す
る
非
難
が
起
っ
た
。
時
の
経
過
と

共
に
そ
れ
は
弱
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
ま
だ
多

少
の
く
す
ぶ
り
は
あ
る
。
い
ず
れ
左
記
の
資

料
に
よ
っ

て
こ
れ
が
解
説
を
や
っ
て
み
た
い

と
田
山
っ
て
い
る
。

因
み
に
隊
員
を
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

U
H

阿ハ
-
Y
A
R
E
民
2

己
記
r
o『
向
。
同
(
印

3
・

0
5
5

吋
宮
g
m
Z

吋

(
N
3・
円
建一
同
剤m・

F
E
Z
-
ι

冨

g
g
z
Q
3
・

明
。
一
日
阿
川
区22
3
・
N
∞

E
F円
同
州
]
判

HM
O
Z
W円印
。
r
o-N
(
N由γ

、
電

。
o
E
P
向
E
E
Q
3

・
宮
5
0

『
2

・

4
F
Z
Z

出
巳
日

(
N
3・
叶
町
o
r

国
g
ω

印
ω
-z
Q
3
・
宮
E
n
r
g
­

E
H
2
5

ロ
出

o
Z
Q
o
y
w間
違m
F

資
料y

E
1
2
2
F
E
r
-口
、
l

斗
\
タ
5
8
.

〉
の
0
.

凋
縄
問
〉

O
円
切
日
間m
Z
H
同
2
3
l
Z
E
-
-HU
叶
0

・

2

0
〉
〈

-
Hロ
ロ
ω
『
E
n
r
\
-
m
o
u
ミ
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登
山
隊
の
解
散

六
月
二
十
日
に
、
井
上
啓
員
を
除
く
本
隊

の
全
員
は
帰
国
し
た
が
、
現
地
グ
ム
ジ
ュ
シ

に
残
留
し
、
モ
シ
ス
l

ン
中
の
気
象
観
測
に

従
事
し
て
い
た
井
上
隊
員
が
、
八
月
十
五
日

帰
国
し
、
こ
と
に
全
員
が
帰
国
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヵ
ル
カ
ッ
タ
港
に
お
け

る
港
湾
ス
ト
の
影
響
を
受
け
、
五
十
四
個
口

の
登
山
隊
貨
物
が
内
地
へ
到
着
せ
ず
、
登山

隊
を
解
散
す
る
と
と
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い

た
が
、
よ
う
や
く
荷
物
を
積
ん
で
い
た
大
阪

商
船
三
井
船
舶
の
ピ
ル
マ
丸
は
、
九
月
二
十

七
日
カ
ル
カ
ッ
タ
を
出
港
、
十
月
二
十
日
、

横
浜
港
に
入
浴
。
十
一
月
十
日
通
関
を
完
了

し
十
一
月
中
句
、
金
貨
物
を
無
事
受
領
し
た
。

そ
こ
で
か
ね
て
か
ら
、
理
事
会
で
了
承
を

得
て
い
た
方
針
に
従
っ
て
荷
物
の
整
理
を
行

な
い
、
}
部
の
残
務
整
理
を
残
し
て
、
十
一

月
末
日
を
も
っ
て
登
山
隊
の
全
業
務
を
終
了

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
テ
」
の
点
は
十
二
月

一
一
日
の
理
事
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
〉

エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
で
は
こ
の
線
に
従
い

登
山
隊
の
総
収
支
の
決
算
を
行
な
い
、
文
部

省
、
大
蔵
省
当
局
、
毎
日
新
聞
社
、
N
H
K

亙
ロ
品
川
郁
を
は
じ
め
と
す
る
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
地
方
自
治
体
に
対
し
、

総
事
業
の
完

了
報
告
を
行
な
い
、
総
収
支
決
算
書
を
提
出

し
た
。
と
れ
に
よ
り
、
公
式
報
告
書
編
集
等

の

一
部
の
残
務
整
理
業
務
を
残
し、

エ
ベ
レ

ス
ト
登
山
の
全
業
務
を
終
了
し
た
の
で
、
エ

ベ
レ
ス
ト

登
山
の
事
務
所
を
閉
鎖
し
、
ζ
ζ

エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
隊
は

、

昨
年
六
月
二
十

日
帰
国
後
、
す
で
に
半
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
そ
の
問
、
会
報
「
山
」
誌
上
で
の
報
告

が
充
分
で
な
か
っ
た
ζ

と
を
お
詑
び
申
上
げ

ま
す
。
今
回
と
こ
に
帰
国
後
の
残
務
処
理
の

状
況
を
取
り
ま
と
め
て
ど
報
告
致
し
ま
す
。

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
残
務
処
理
報
告

エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会

に
登
山
隊
は
解
散
す
る
と
と
に
な
っ
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
報
告

登
山
隊
の
出
発
後
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登山

隊
本
部
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
留
守
本
部
(
本

部
長
H

加
藤
泰
安
〉
に
組
織
在
替
え
、
留
守

本
部
の
業
務
を
遂
行
し
て
き
た
が
、
登山
隊

帰
国
を
前
に
し
て
、
六
月
三
日
の
理
事
、
評

議
員
会
に
お
い
て
、
留
守
本
部
は
解
散
し
、

新
た
に
、
エ
ベ
レ
ス
ト
〈
処
理
〉
委
員
会
が

編
成
さ
れ
た
。
ζ

の
委
員
会
は
、
昭
和
必
年

度
の
各
小
委
員
会
(
図
書
委
員
会
等
〉
と
同

様
の
性
格
の
組
織
で
、
日
出
年
度
末
ま
で
設
置

さ
れ
る
委
員
会
で
あ
る
。

(
委
員
会
の
構
成
)

委
員
長
H

三
国
会
長
、
委
員
日
加
様
、
村

山
、
大
塚
、
飯
野
、
松
田
、
藤
田
、
松
浦
、

中
島
、
川
上
、
藤
井
、
山
崎
、
宮
下
以
上
十

四
名
で
構
成
。

(
委
員
会
記
録
〉

“
・
6

・
ロ

ハ
ル
l

ム
〉
、
登山
隊
帰
国
準

備
そ
の
他
。

“
・
6

・
世
間
(
ルl
ム
〉
、
エ
ベ
レ
ス
トB
l

山
隊
帰
国
歓
迎
準
備
打
合
わ
せ
。

何
-
B
-
m

(ル
l

ム
)
、
エ
ベ
レ
ス
ト

登

山
隊
の
今
後
の
残
務
処
理
日
程
、
財
政
状

態
の
検
討
等
を
行
な
っ
た
。

何
・
7

・

n
(
ル
l

ム
〉
、
主
と
し
て
経
理

関
係
・
財政
状
態
等
の
検
討
を
行
な
っ
た
。

“
・
8

・
刊

現
地
質
の
収
支
決
算
状
況
の

報
告
が
あ
り
、
全
登山
隊
収
支
の
決
算
見

通
し
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
っ
た
。

何
・
ロ
-
g

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
事
業

終
了
に
伴
な
い
、
委
員
会
在
開
催
し
、
次

の
諸
点
に
つ
き
検
討
し
た
。

①
エ
ベ
レ
ス
ト
特
別
会
計
決
算
処
理
方
法

検
討
の
件
。

帰
国
直
後
の
公
式
行
事

ω
賜
謁

松
方
隊
長
以
下
三
十
七
隊
員
は
、
六
月
二

十
六
日
午
前
十
時
、
三
回
会
長
、
N
H
K

前

回
会
長
、
毎
日
新
聞
社
問
中
会
長
ら
と
共
に

皇
后
を
訪
問
、
新
宮
殿
北
溜
(
き
た
だ
ま
り
)

で
天
白
丑
宍
皇
居
両
陛
下
に
帰
国
の
報
告
を
行

な
っ
た
。
こ
の
後
、
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ヨ
タ
レ

l
、

ピ
ン
ジ
ュ

l

の
二
人
も
特
別
に
許
さ
れ

て
皇
居
内
を
参
観
し
た
。

ω
故
成
田
隊
員
追
悼
会

六
月
二
十
六
日
、
十
一
時
三
十
分
i

十
二

時
三
十
分
、
ホ
テ
ル

・
ニ
ュ
1

ォ
l
F

ニ
に

お
い
て

、

ど
遺
族
と
隊
員
に
よ
り
、
故
成
田

隊
員
の
遺
影
に
献
花
し
、
そ
の
霊
を
慰
さ
め

生
前
の
同
隊
員
を
偲
ぶ
追
悼
会
が
行
な
わ
れ

②
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
収
支
決
算
書
承
認

の
件
、
対外
的
に
は
収
支
金
額
一

一O
、

四
九
九
、
二
三
入
円
を
以
て
公
表
す
る

と
と
を
き
め
る
。

③
対
官
庁
関
係
に
総
事
業
終
了
報
告
書
類

提
出
の
件

@
文
部
省
に
処
分
制
限
財
産
滅
失
届
提
出

の
件

⑤
内
地
持
戻
り
装
備
品
の
処
分
案
検
討
の

件
⑥
募
金
委
員
会
解
散
の
件

⑦
公
式
報
告
書
出
版
方
針
検
討
の
件

③
エ
ベ
レ
ス
ト
写
真
集
配
付
先
検
討
の
件

③
成
田
隊
員
傷
害
保
険
金
交
渉
打
切
り
の

件
⑮
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
事
務
所
閉
鎖
の
件

上
記
各
項
目
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
項

目
の
報
告
で
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
す

る
。

な
お
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
は
登
山
隊
の
事

業
終
了
に
伴
な
い
解
散
し
て
は
と
の
意
見
も

あ
っ
た
が
、
他
の
小
委
員
会
と
同
様
今
年
度

の
年
度
末
ま
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
も
再
確
認

し
た
。

たω
歓
迎
兼
報
告
会

六
月
二
十
六
日
十
四
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
1

オ
1

タ
ニ
芙
蓉
の
聞
に
お
い
て
、
本

会
、
毎
日
新
聞
社
、
N
H
K

三
社
共
催
に
よ

る
歓
迎
兼
報
告
会
が
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は

会
員
関
係
の
他
に
隊
員
留
守
家
族
、
隊
員
勤

務
先

、

寄
贈
先
、
協
力
業
者
、
関
係
{
呈
汀
、

団
体
等
約
五
O
O
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
。

留
守
本
部
の
本
部
長
代
理
を
つ
と
め
た
村

山
評
議
員
、
三
国
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
秩

父
宮
妃
殿
下
よ
り
お
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て

坂
田
文
相
、
タ
タ
ー

ル
駐
日
ネ
パ
l

ル
犬
使

N
H
K

前
回
会
長
、
毎
日
新
聞
社
田
中
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
松
方
隊
長
か
ら
全
般
的
な

報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
木
村
隊
員

撮
影
の
カ
ラ
l

・

ス
ラ
イ
ド
の
上
映
が
行
な

わ
れ
た
。

ω
公
式
報
告
会

①
東
京
地
区

六
月
二
十
六
日
、
午
後
六
時
よ
りN
H
K

ホ
1

ル
に
お
い
て
、
松
方
隊
長
以
下
全
隊
員

出
席
の
も
と
、
テ
レ
ビ
公
開
報
告
会
が
行
な

わ
れ
た
。
〈
こ
の

N
H
K

ホ
ー

ル
で
の
報
告

会
の
模
様
は
ビ
デ
オ
テー
プ
に
お
さ
め
ら
れ

六
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、
N
H
K

テ

レ
ピ
で
放
映
さ
れ
たJ

②
九
州
地
区

七
月
一
目
、
福
岡
市
毎
日
会
館
ホ
l

ル
に

お
い
て
、
住
吉
、
平
林
、
渡
部
隊
員
に
よ
り

九
州
地
区
の
公
式
報
告
会
そ
行
な
っ
た
。

③
北
海
道
地
区

七
月
二
日
、
札
幌
市
自
治
会
館
ホ
l

ル
に

お
い
て
、
小
西
、
植
村
両
隊
員
に
よ
る
北
海

道
地
区
の
公
式
報
告
会
を
行
な
っ
た
。

@
関
西
地
区

七
月
六
日
、
大
阪
市
毎
日
ホ
1

ル
に
お
い

て
、
大
塚
、
松
浦
、
神
山
三
隊
員
に
よ
る
関

西
地
区
の
公
式
報
告
会
を
行
な
っ
た
。

③
中
京
地
区

七
月
七
日
、
名
古
屋
市
の
東
別
院
に
お
い

て
、
大
塚
、
松
浦
両
隊
員
に
よ
り
、
中
一
京
地

ネ
パ
ー
ル
関
係
者
招
待

ω
シ
ェ
ル
パ
の
招
待

六
月
の
理
事
・

評
議
員
会
の
決
議
で
は
、

シ
ェ
ル
パ
の
同
行
は
見
送
る
よ
う
に
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
連
絡
の
行
き
違
い
か
ら
同

行
し
て
帰
国
し
た
。
と
の
点
に
つ
い
て
は
、

七
月
の
理
事
・

評
議
員
会
で
事
情
が
説
明
さ

れ
了
承
さ
れ
た
。

登
山
隊
は
、
帰
国
に
際
し
、
今
回
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
に
貢
献
し
た
シ
ェ
ル
パ
の
サl

Jダ
l

、
チ
ョ
タ
レ

l

と
イ
ン
ド
登
山
学
校
の

イ
ン
ス
ト
ラ
グ
タ

l

、
ナ
ワ
シ

・

.
ヒ
ン
ジ
ュ

ー
の
二
名
を
、
同
行
し
て
帰
国
し
た
。

両
名
は
六
月
二
十
一
日
は
登
山
隊
と
行
を

共
に
し
テ
レ
ピ
出
演
。
二
十
二
i

二
十
三
日

都
内
見
物
、
二
十
四l
二
十
五
日
は
隊
員
の

案
内
で
富
士
、
湖
南
方
面
ド
ラ
イ
ブ
、
二
十

五
日
夜
、
レ
ス
ト
ラ
ン

・

ブ
リ
ガ
ン
ド
で
隊

員
と
の
歓
迎
コ
ム
パ
、
二
十
六
日
は
宮
中
参

内
等
公
式
行
事
に
出
席
。
二
十
七
日
、
東
京

l

大
阪
、
二
十
入
日
万
博
見
物
、
二
十
九
日

京
都
・

奈
良
見
物
の
後
、
三
十
日
富
山
に
出

て
千
寿
ケ
原
の
文
部
省
登
山
研
修
所
を
視
察

七
月
一
目
立
山
に
登
っ
た
後
、
二
日
帰
京
。

二
日
夜
、
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
に
お
け
る
タ
タ

ー
ル
大
使
主
催
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョy

区
の
公
式
報
告
会
を
行
な
っ
た
。

た
お
こ
れ
ら
全
国
五
地
区
の
公
式
報
告
会

は
、
本
会
、
毎
日
新
聞
社
、N
H
K

の
三
社

共
催
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ω
万
博
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
ヘ
エ
ベ
レ
ス
ト
頂

上
の
石
の
寄
贈

エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
の
石
を
F

イ
ム
カ
プ

セ
ル
に
収
納
す
る
た
め
、
六
月
二
十
八
日
、

住
吉
他
四
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ョ
タ
レ
l

、

ピ
シ
ジ
ュ

l

の
両
名
が
、
万
国
博
松
下
館
を

訪
れ
、
頂
上
の
石
が
住
吉
隊
員
か
ら
松
下
館

の
首
加
館
長
に
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
石
は
二

十
九
日
よ
り
F

イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
収
め
ら
れ

る
他
の
収
納
物
と
共
に
松
下
館
に
展
示
さ
れ

た

-767 ー ( 5 ) 
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に
出
席
、
三
日
シ
ヨ
ツ
ピ
シ
〆
の
後
、
七
月

四
日
の
イ
ン
ド
航
空
機
に
よ
り
ピ
ン
ジ
ュ
ー

は
予
定
通
り
帰
国
し
た
。

チ
ヨ
タ
レ

l

は
、
そ
の
後
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
観

光
開
発
株
式
会
社
の
世
話
で
、
銀
座
日
航
ホ

テ
ル
、
仙
台
等
で
ホ
テ
ル
業
の
研
修
を
行
な

っ
た
後
、
八
月
七
日
ま
で
滞
在
し、

八
月
八

日
の
イ
ン
ド
航
空
機
で
帰
国
し
た
。

ω
ピ
ナ
ヤ
記
者
の
招
待

マ
ナ
ス
ル
以
来
、
毎
日
新
聞
社
の
カ
ト
マ

シ
ズ
臨
時
通
信
員
と
し
て
、
当
会
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
計
画
に
終
始
協
力
し
た
ピ
ナ
ヤ
氏
(
回1

5
3
0
5
Z

〉
o
E
ミ

m
)
よ
り
「
九
月
上

句
、
タ
イ
航
空
の
招
待
で
バ
ン
コ
ク
ま
で
行

く
が

、

そ
れ
か
ら
先
東
京
ま
で
の
旅
費
の
面

倒
を
見
て
欲
し
い
。
自
分
と
し
て
は
是
非
と

も
万
国
博
を
見
た
い
」
と
の
申
し
越
し
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で

』エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会
で
は
、

松
方
隊
長
の
意
見
も
入
れ
て
、
パ
ン
コ
グ
東

京
聞
の
往
復
旅
貨
と十
日
間
の
滞
在
費
を
負

担
し
て
、
招
待
す
る
こ
と
に
し
た
。

ピ
ナ
ヤ
氏
は
九
月
七
日
羽
田
着
、九
日
l

十
二
日
迄
-
関
西
に
滞
在
し

、
万
博
、
京
都

奈
良
の
見
学
、
十
二
日
帰
京
、
十
三i
十
四

日
富
士
・

箱
根
ド
ラ
イ
プ
、
十
六
日
本
会
ル

ー

ム
に
お
い
て
、
隊
員
を
中
心
と
す
る
歓
迎

パ
ー

テ
ィ
」
に
出
席
、

十
七
日
湖
南
方
面
を

ド
ラ
イ
ブ
の
後
、
十
九
日
の
F

イ
航
空
機
に

て
帰
国
し
た
。

ω
パ
ラ
ジ
ュ
リ
氏
の
歓
迎

本
会
東
海
支
部
で
は
、
マ
カ
ル
l

登
山
の

協
力
者
と
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ

ー

の
事
務
局
長
パ
ラ
ジ
ュ
リ
氏
(
切
E
E

仲

間v
z
z
ι
H
M
E
-
丘
三
じ
と
シ
ェ
ル
パ
の
カ
ル
マ

の
荷
名
を
十

一
月
上
句
日
本
へ
招
待
し
た
。

両
名
は
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
東
海
支
部
の

世
話
で
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
滞
在
し
て
い

た
が
、
十
一
月
三
十
日
に
、
本
会
エ
ベ
レ
ス

ト
隊
が
東
海
支
部
か
ら
パ
ト
シ・
タ
ッ
チ
を

受
け
、
十
二
月
二
日
i

七
日
ま
で
加
納
隊
員

と
中
島
隊
員
が
接
待
を
担
当
し
た
。
本
会
で

は
ル
l

ム
に
お
い
て
、
十
二
月
三
日
夜
J

A

C

主
催
の
歓
迎
会
を
行
な
っ
た
。
カ
ル
マ
氏

今
回
の
登
山
は
N
H
K
が
後
援
し
た
関
係

で
、
ニ

ュ
ー
ス
番
組
等
に
は
、
か
な
り
の
頻

度
で
放
映
さ
れ
た
が

、

帰
国
後

、

取
材
班
の

展
覧

会

本
会
で
は
、
左
記
に
よ
り
四
ヵ
所
で
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
記
念
の
大
エ
ベ
レ
ス
ト
展
を
開

催
し
た
。

O
主
催
本
会
、

N
H
K

、

毎
日
新
聞
社

。
後
援
外

務
省
、
文
部
省
、
駐
日
ネ
パ
1

ル
王
国
大
使
館
、
日
本
山
岳
協
会

O
協
力

パ
キ
ス
タ
ン
航
空

O
開
催
日

時
並
び
に
会
場

8

・
1

1
U

日
(
東
京
)
西
武
百
貨
店

8

・

7
1
U

日
(
名
古
屋
)
名
鉄
百
貨
店

8

・
日
l
n
日
〈
福
岡
)
岩
田
屋
百
貨
店

8

・

お
l

初
日
(
大
阪
)
大
丸
百
貨
店

尚
夏
泉
地
区
の
会
場
、
池
袋
の
西
武
百
貨

店
に
お
い
て
は
、
一
般
公
聞
に
先
立
っ
て
七

月
三
十
一
日
午
後
三
時
か
ら、

会
場
の
七
階

S
S
S

ホ
1

ル
で
開
会
式
が
行な
わ
れ
、
折

か
ら
来
日
中
の
ヒ
ラ
リ

1

卿
に
よ
り
テ
l

.

フ

を
切
ら
れ
、
引
き
つ
づ
き
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
た
。
(
詳
細
に
つ
い
て
は

「
山
」
三O
三
号
九
ペ
ー
ジ
参
昭
じ
。

八
月
一
目
、
午
後
一
時
半
よ
り
会
場
に
隣

接
す
る
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
ホ

l

ル
に
お
い
て

「
講
演
と
映
画
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
三
国

会
長
、
大
田
部
登
跡
事
隊
長
の
挨
拶
の
後
、
松
浦

隊
員
が

「天
と
地
の
境
に
立
っ
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
な
い
、
引
き
つ
・
つ
い
て
、N
H

K
制
作
の
「
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
道
」
三
部
作

が
上
映
さ
れ
た
。

な
お
展
覧
会
を
記
念
し
、
立
派
な
パ
ン
フ

レ
ッ

ト
(頒
価
三
O
O
円
)
が
作
成
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ

放
映

は
翌
四
日
の
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
機
で
ネ
パ
l

ル

へ
向
け
帰
国
。
パ
ラ
ジ
ュ
リ
氏
は
韓
国山
岳

会
の
招
待
に
よ
り
緯
国
航
空
機
に
よ
り
十
二

月
七
日
ソ
ウ
ル
ヘ
向
け
離
日
し
た
。

画

別
項
テ
レ
ピ
放
映
の
項
で
説
明
し
た
通
り

N
H
K

の
取
材
班
が
録
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を

も
と
に
制
作
さ
れ
た
ド

キ
ユ
メ
ン
タ

1

・

エ

ベ
レ
ス
ト

金
二
巻
、
八
O
分
も
の
を
は
山
私
記

録
映
画
と
し
て
編
集
プ
リ
ン
ト
し
、
そ
の
中

の
二
本
が
、
N
H
K

よ
り
当
会
あ
て
寄
贈
さ

れ
た
。
ζ

の
二
本
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
は

、

会

編
集
に
な
る
記
録
カ
ラ
l

・

フ
ィ
ル
ム
は

「
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
道
」
と
い
う
題
名
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
放
映
さ
れ
た
。

O
七
月
六
日
①
「
三
百
恥
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

会
ニO
分
)

O
七
月
七
日
②
「
氷
河
と
闘
う
」
(
H

〉

O
七
月
入
日
①
「
頂
上
に
立
つ
」
〈
8

〉

以
上
の
三
本
は
初
分
番
組
と
し
て
三
日
間

に
分
け
て

一
九
・

三
0
1
二
0
・

0
0
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
・
タ

イ
ム
に
放
映
さ
れ
、
好
評
を

得
た
。
そ
ζ

で
乙
の
番
組
は
七
月
九
、
十
、

十
一
の
三
日
間
再
放
映
さ
れ
た
。

更
に
八
月
二
十
二
日
に
は
、
的
別分
番
組
の

総
集
編
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
-
エ
ベ
レ
ス

ト
」
が
放
映
さ
れ
、
こ
の
番
組
を
更
に
短
か

く
し
た
印
分
番
組
「
エ
ベ
レ
ス
ト
」
が
十
二

月
二
十
七
日
午
後
に
放
映
さ
れ
た
。

以
上
は
す
ベ
て
N
H
K

に
よ
る
番
組
で
あ

る
が
、
N
E
T

テ
レ
ピ
で
も
七
月
二
十
六
日

の
ピ
ッ
グ
ス
ポ

ー

ツ
番
組
で
、
ア
ド
ベ
ン
チ

ュ
ア
・

シ
リ
ー

ズ
の
第
一
作
と
し
て
「
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
」
が
放
映
さ
れ
た
。

な
お
N
H
K
制
作
に
な
る

「
エ
ベ
レ
ス
ト

へ
の
道
」
三
部
作
は
、
そ
の
後
文
部
省
特
選

と
な
り
放
送
批
評
寒
貝
(ギ
ャ
ラ
グ
シ

l

期

間
選
賞
〉
を
受
賞
し
た
。

更
に
ω
分
番
組
の
「
エ
ベ
レ
ス
ト
」
は
、

ド
イ
ツ
語
版
が
制
作
さ
れ
，
西
ド
イ
ツ
の
ボ

l

ベ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ス

.

ホ
l

ツ

・

テ
レ
ピ
フ

ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
作
品
と
し

て
出
品
さ
れ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
C
B
C

テ

レ
ピ
に
は
、
「
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
道
」
が
二

万
ド
ル
で
契
約
さ
れ
た
。

記
録
映

寸
戸】

即
日
=
ロ

〔
日
時
〕
〔
場
所
〕
〔
主
催
者
〕
〔
講
師
〕

7
・2

高
山

市
黙
瀦
全
国
大
塚

7

-
m

米
子
市
山

陰
支
部
剛
山
間

7

・

m

松
本
市
信
濃
支
部
平
林

8

・

4
温
泉

町

高
体
連

平
林

教
委
・
富
山

m
-
3

富
山
市
支
部
大
塚

ω
・
3

高
岡
市
二
上
高
校
土
肥

日
・

日
甲
府
市
勝
北
高
校
小
西

愛
知
県
広
E

1

・

M

名
古
屋
市
課
幸
値
村

ω
-M

吉
原

市
借
賭
白
猷
部
松
田

m
・
お
静
岡
市
散
時
白
猷
部
松
田

口
・
8
見
付
市
議
一

・

越
後
伊
藤

日
・
8

東
京
都
台
東
区
教
委
大
塚

口
・
ロ

三
重
県
雌
委
i
B

大
塚

口
-u

福

井
市
特
…
糊
抑
制
立
河
野

教
委
・

静
岡

u
-

M

清
水
市
猷
部

・

県
岳
加
納

地
方
講
演
会

九
月
末
に
N
H
K

製
作
に
な
る
路
弘
の

記
録
映
画
が
完
成
し
た
の
で
、
十
月
i

十
一

月
に
か
け
て
、
N
H
K

、
毎
日
、
本
会
支
部

後
援
(
ま
た
は
主
催
)
の
も
と
各
地
で
講
演

報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
中
、
本
会
が

依
頼
左
受
け
て
公
式
に
隊
員
を
誇
師
と
し
て

派
遣
し
て
行
な
っ
た
報
告
会
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

な
お
こ
の

他
に
も
、
隊
員
の
勤
務
先
、
出

身
学
校
そ
の
他
各
地
に
お
い
て
各
隊
員
に
よ

る
報
告
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
と
こ
で
は
省

略
す
る
。

の
備
品
と
し
て
登
録
し
〈
登
録
N
O

一
四

九
l

一
五
二
号
)
会
員
な
ら
び
に

一般
に
貸

出
し
を
行
な
う
と
と
に
な
っ
た
。
「
映
画
フ

ィ
ル
ム
貸
出
規
定
」
に
つ
い
て
は

、

理
事
会

に
お
い
て
別
に
定
め
る
。

会
員
へ
の
公
式
報
告
会

帰
国
後
、
隊
員
に
よ
る
検
討
会
も
終
わ
っ

た
の
で
、
九
月
三
十
日
午
後
六
時
よ
り
夏
尽

原
宿
の
岸
記
念
体
育
館
大
講
堂
に
お
い
て、

本
会
小
集
会
の
形
で
、
次
の
通
り
の
報
告
会

が
行
な
わ
れ
た
。(

司
会

山
崎
常
務
理
事
)

一
、
あ
い
さ
つ
:
吉
沢
副
会
長

て
全
般
報
告
・
松
方
隊
長

一
、
登
山
報
告
・
・
大
塚
登
挙
隊
長

一
、
登
頂
報
告0

・
:
・

:
植
村
隊
員

一
、
南
壁
登
挙
報
告
・
:
小
西
隊
員

て
各
係
報
告

①
装
備
・
i

・
e
-
i
・e
・
-
-平
野
隊
員

②
食
糧

:
・
:
・
i

・
e
・
-
-
土
肥
隊
員

①
気
象
:
・

・
・

長
田
隊
員

④
医
療

:
・
-
e・
e・
-
e
i

--
大
森
隊
員

こ
の
後
で
、
東
南
稜
な
ら
び
に
南
壁
登
挙

の
カ
ラ
1

ス

ラ
イ
ド
が
大
塚
登
挙
隊
長
な
ら

び
に
小
西
隊
員
の
説
明
に
よ
っ
て
上
映
され

た
。

検

討
会

帰
国
後
八
月
下
匂
よ
り

、

各
係
な
ら
び
に

医
療
班
等
学
術
調
査
関
係
は
数
回
に
わ
た
り

検
討
会
を
行
な
い
、
デ
l

F
l

の
整
理
を
行

な
っ
て
い
る
が

、

登
山
隊
と
し
て
の
公
式
検

討
会
を
左
の
通
り
行
な
っ
た
。

ω
南
壁
登
撃
に
つ
い
て
の
検
討
会

八
月
三
日

、

(
本
会
会
議
室
)

ω
タ
タ
テ
ィ
ッ
グ
ス
に
つ
い
て
の
検
討
会

八
月
二
十
三
日、

(
本
会
会
議
室
〉

11 11 11 11 11 11 11 11 

18 16 17 16 16 15 15 15 

焼
津
市
'
植
村

浜
松
市
グ
加
納

喜
多
方
市
市
役
所
藤

田

東
京
都
円
引
か
リ
l

藤
田

新
潟
市
越
後
支
部
神
崎

長
岡
市

H

神
崎

秋
田
市
秋
田
支
部
鹿
野

山
形
市
山

形
支
部
藤
田

( 6 ) - 768ー
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エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
記
録
・

報
告
書
類

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
毎
日
新
聞
社
よ
り
次

の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ω
毎
日
グ
ラ
ブ
(
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
特
集

ロ
ヲ
〉

糾
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
カ
ラl
ス
ラ
イ
ド

付
エ
ベ
レ
ス
ト
写
真
集
(
必-
u
・
初
刊
)

帥
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
記
念
絵
は
が
き

と
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
「
山
」
誌

上
で
お
知
ら
せ
し
た
が
、
い
ず
れ
も
本
会
で

会
員
一
割
引
で
取
次
ぎ
し
て
い
る
の
で
希
望

者
は
、
事
務
局
ま
で
申
し
込
ま
れ
た
い
。

エ
ベ
レ
ス
ト
写
真
集
は
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

定
価
六
、
0
0
0
円
、
邦
文
、
英
文
の
説
明

付
の
豪
華
写
真
集
で
あ
る
。

本
会
で
は
、
こ
の
写
真
集
を
秩
父
宮
妃
殿

下
は
じ
め
一
O
O
万
円
以
上
の
大
口
募
金

者
、
官
庁
関
係
、
後
援
団
体
等
の
他
、
ネ
パ

ー
ル
外
務
省
、
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本
大
使
館
、

ヒ
マ
ラ
ヤ

γ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
1

、
イ
ン
ド

・

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
財
団
、
ス
イ
ス
山
岳
財
団
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
学
校
(
ダ
l
ジ
リ
シ
〉
、
ア
ル

パ
イ
ン
・

グ
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
オ
I

ス
ト
リ
l
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ

ー

、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
、
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
に
関
係
の
あ
る
各
国
の
山
岳
会
宛
、
合

計
五
七
部
を
贈
呈
し
た
。

公
式
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
本
会
内
部
用

(
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
発
行
〉
と
外
部
用
ハ
毎

日
新
聞
社
出
版
局
発
行
)
の
二
本
立
て
で
編

集
を
す
す
め
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
刊

行
の
時
期
を
三
月
末
日
に
予
定
、
目
下
編
集

委
員
会
を
組
織
し
て
、
鋭
意
編
集
に
当
っ
て

い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
会
内
部
用
の

公
式
報
告
書
が
で
き
た
時
点
で
編
集
方
針
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
会
内
部
用

の
報
告
書
は
タ
イ
プ
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
部

数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
希
望
者
は
早
目
に

編
集
委
員
会
宛
申
込
ま
れ
た
い
。
(
頒
価
未

報
告
書
等
の
出
版

と
編
集
状
況

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
は
、
展
示
会
用
と
し

て
四
セ
ッ
ト
の
装
備
品
な
ら
び
に
一
般
装
備

ω
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
の
高
高
度
に
お
け
る
環
境

調
査日

月
ロ
日
日
本
雪
氷
学
会
に
お
い
て
井

上
隊
員
に
よ
り
「
エ
ベ
レ
ス
ト
周
辺
で
の

氷
河
調
査
」
と
題
し
て
の
発
表
を
行
な
っ

た
。
更
に
同
隊
員
に
よ
り
明
春
の
日
本
気

象
学
会
に
お
い
て
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
山
地
域

で
の
氷
河
面
で
の
熱
収
支
に
つ
い
て
」
の

テ
l

マ
で
発
表
の
予
定
。

ω
高
所
に
お
け
る
生
体
変
動
に
関
す
る
研
究

m
月
ロ
日
第

μ
回
日
本
体
力
医
学
会
で
医

療
班
に
よ
り
「
エ
ベ
レ
ス
ト
峰
登
山
に
お

け
る
順
化
の
様
相
」
と
題
し
て
発
表
。

日
月
日
日
第
十
回
日
本
生
気
象
学
会
に
お

い
て
「
エ
ベ
レ
ス
ト
峰
登
山
に
於
け
る
順

化
の
様
相
」
と
題
し
て
発
表
。
詳
細
は
、

明
年
度
の
両
学
会
に
発
表
の
予
定
。

ω
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
お
け
る
地
球
物
理
学
的

研
究河

野
隊
員
に
よ
り
明
年
五
月
の
日
本
地
球

電
気
磁
気
学
会
お
よ
び
日
本
地
震
学
会
に
お

い
て
「
エ
ベ
レ
ス
ト
山
休
の
岩
石
残
留
磁
気

測
定
と
こ
れ
に
よ
る
造
山
構
造
の
測
定
と
研

究
」
(
仮
称
〉
な
ら
び
に
日
本
測
地
学
会
に

お
い
て
つ
不
パ
l

ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る

重
力
測
定
結
果
」
を
発
表
の
予
定
。

登
山
装
備
品
の
保
管

な
ら
び
に
寄
贈

学
術
調
査
報
告
の
学

会
発
表

定
な
る
も
三
、
0
0
0
円
見
当
に
な
る
予
定
)

な
お
外
国
山
岳
会
の
ジ
ャ
ー

ナ
ル
用
の
原

稿
と
し
て
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
H

松
方
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ

ー

ナ
ル
H

大
塚
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
・

ジ
ャ
ー

ナ

ル
H

平
林
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
、
頂
上
パ
ノ
ラ

マ
写
真
と
と
も
に
エ
デ
ィ
タ
l

宛
送
付
予
定

ω
そ
の
他
装
備
品
の
処
理

国
庫
補
助
に
よ
り
購
入
し
た
装
備
品
で
処

分
制
限
財
産
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

文
部
大
臣
に
届
出
、
認
可
を
え
て
、
次
の
様

に
処
分
又
は
管
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

的
大
気
放
射
計
:
京
都
大
学
防
災
研
究

所
に
て
保
管
(
井
上
隊
員
管
理
〉

制
医
療
装
備
品
・
:
光
電
比
色
計
、
レ
ス

ピ
ロ
メ
ー
タ

ー

、
電
気
伝
導
度
計
、
P

H
メ
ー
タ
ー
、
血
圧
計
、
そ
の
他
医
療

器
具
一
式
(
購
入
価
格
約
五
O
万
円
相

当
)
は
、
本
会
医
療
小
委
員
会
管
理
の

品
を
内
地
へ
持
戻
っ
た
。

こ
れ
ら
装
備
品
の
そ
の
後
の
処
分
に
つ
い

て
は
七
月
八
日
開
催
の
理
事
・

評
議
員
会
に

は
か
つ
て
、
方
針
を
き
め
、
更
に
十
二
月
二

日
開
催
の
理
事
評
議
員
会
の
了
承
を
得
て
次

の
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω
本
会
保
管
ロ
問
:・酸
素
補
給
器
を
含
む
登

山
隊
装
備
一
式
は
、
本
会
に
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ン

・

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
保
存
す
る
。

(
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
追
っ
て
掲
載
の
予
定
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
、
保
管
な
ら
び
に

貸
出
規
定
を
設
け
本
会
理
事
会
で
管
理
す
る

こ
と
に
す
る
。
展
示
会
等
に
出
品
希
望
の
節

は
文
書
を
以
て
理
事
会
に
申
請
さ
れ
た
い
。

ω
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
記
念
の
資
料
と
し
て
次

の
四
ヵ
所
の
博
物
館
又
は
資
料
室
に
各
々

登
山
装
備
品
一
式
を
寄
贈
。

的
秩
父
宮
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館

判
官
田
山
文
部
省
登
山
研
修
所
資
料
室

付
大
町
山
岳
博
物
館

伺
松
本
、
日
本
民
俗
資
料
館

〔
編
者
注
〕

昭
和
四
十
三
年
四
月
、
信
濃
支
部
、
高
山
忠
四

朗
評
議
員
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
松
本
市
に
新
築

さ
れ
た
財
団
法
人
日
本
民
俗
資
料
館
に
左
記
町
通

り
、
本
会
所
蔵
の
絵
画
二
点
を
委
託
出
品
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
会
員
各
位
に
お
知
ら
せ
し

て
お
き
ま
す
。

戸
い

一
、
中
村
清
太
郎
作
品
「
白
馬
岳
」
〈
油A
m
m
号
)

一
、
茨
木
猪
之
吉
作
品
「
富
士
山
麓
」
(
油
A
目
お
号
)

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
を
記
念
し
、
次
の
記
念

品
が
、
本
会
に
対
し
寄
贈
さ
れ
た
。
本
会
で

は
、
こ
れ
ら
記
念
品
を
会
の
備
品
と
し
て
登

録
し
、
末
永
く
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

①
印
度
山
岳
財
団
か
ら
の
伊
H
o
-
-(賞
状
)

円
ロ
《
凶
M
mロ
デ
向o
c
p
-
r
w
H
ロ
O
O
H
Hロ開
閉
，oc
ロ
島
内W

H
F
Oロ
で
は
、
イ
ン
ド
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂

を
記
念
し
、
今
後
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
山
し
功

労
の
あ
っ
た
登
山
隊
に
E
R
o
-
-」
を
贈
る

こ
と
を
決
め
た
由
で
そ
の
第
一
号
が
本
会
エ

ベ
レ
ス
ト
隊
に
贈
ら
れ
た
。
本
会
で
は
こ
れ

を
額
に
収
め
、
備
品
と
し
て
登
録
し
公
義

N
0

・
一
四
四
号
)
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

②
エ
ベ
レ
ス
ト
の
模
型

本
会
で
も
登
山
隊
派
遣
準
備
期
間
中
、
準

備
委
員
の
大
森
弘
一
郎
氏
が
六
、
二
五O
分

の
一
の
模
型
を
作
成
し
、
南
壁
の
研
究
用
に

使
わ
れ
た
が
、
と
れ
は
、
記
念
と
し
て
秩
父

宮
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
に
寄
贈
し
て
保
管
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
れ
と
は
別
に
、
登
山
隊
が
帰
国
し
た
直

後
、
製
図
業
の
高
野
橋
康
氏
の
作
に
な
る
四

O
、

0
0
0
分
の
一
の
宮
吋
・
切
〈
肘
如
何ω吋

実
体
模
型
(
ガ
ラ
ス
箱
入
〉
が
、
本
会
に
対

し
、
毎
日
新
聞
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
事
務
局
を
通

じ
て
寄
贈
さ
れ
た
。

(
大
エ
ベ
レ
ス
ト
展
に
も
展
示
さ
れ
た
)
本

会
で
は
、
こ
れ
を
会
の
備
品
と
し
て
白
山
岳
録
し

(
登
録
N
0
・
一
四
五
号
〉
保
存
す
る
こ
と
に

し
た
。

①
万
博
ネ
パ
1

ル
・

パ
ピ
リ
オ
シ
記
念
写
真

S
R
 

本
会
で
は
、
万
国
博
の
ネ
パ1
ル
・
パ
ピ

リ
オ
シ
の
建
設
に
種
々
協
力
し
た
が
(
「
山
」

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
記

念
品
の
受
贈

も
と
辰
沼
医
院
に
て
保
管
す
る
。

付
そ
の
他
の
持
戻
り
露
営
用
具
、
登
挙
用

具
、
酸
素
補
給
器
、
気
象
観
測
用
具
等
は

す
ベ
て
文
部
省
登
山
研
修
所
に
寄
贈
、

有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た

エ
ベ
レ
ス
ト
登山
隊
事
務
所
の
閉
鎖
に
伴

内
エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会
が
事
務
費
で
購
入

し
、
使
用
し
て
い
た
左
記
什
器
備
品
(
取
得

価
格
総
額
二
七
回
、
0
0
0
円
)
が

、

本
会

什
器
備
ロ
聞
と
し
て
移
管
さ
れ
、
固
定
資
産
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

記

〔
登
録N
0

・

〕
〔
品
名
〕
〔
数
量
〕

ω
ミ
・
一
後
一
い
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ピ
一
一
台

ω
O∞
引
違
い
書
庫

(
J
I
S
一
一
一
号
〉
士
町

2
0
・
ス
チ
ー

ル
黒
板
〈
両
面
キ
ャ
一
台

ス
タ
l

付
)

ω
ロ

・
手
提
金
庫
〔
ベ
ル
付
シ
ル
バ
ー
〉
一台

ω
H
N・
電
動
鉛
筆
削
〈
K
P
l
5

型
〉
一
台

ω
ロ
・

両
開
き
書
庫
(
H1
6

型
〉
一
台

ω
H
A
F

・

三
号
両
袖
机
(
Z
U悶
ω
NH
l〉
〉
一
台

ω
5
・

七
号
片
袖
机
(
Z
UHN
1
4
0
H〉
〉
一
台

ω
5
・
事
務
用
回
転
椅
子
ハ
の
l
u
N
HH〉
一
台

臼
斗
・
肱
付
回
転
椅
子
(
の
l
u
N
ω
ω
)一
台

臼
∞
・
コ
ピ
ア
複
写
機
(
河1
m∞
口
型
)
一
台

-769 ー

二
九
八
号
五
頁
参
照
〉
、
と
れ
に
対
し、

ネ

一

パ
ー
ル
王
国
大
使
館
よ
り
ネ
パ
1

ル
・
パ
ピ

一

リ
オ
ン
の
記
念
ア
ル
バ
ム
が
寄
贈
さ
れ
た
。一

本
会
で
は
、
本
品
も
会
の
備
品
と
し
て
登
録一

し
(
登
録
N
0
.

一
四
六
号
)
資
料
室
に
保
一

存
す
る
と
と
に
し
た
。

一

④
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
ナ
l
ト

の
模
型
と
吋
〉
悶l

一

〉
ハ
玄
0
5
2
0
間
切
E
E
)
女
神
像
一

エ
ベ
レ
ス
ト
登山
隊
は
カ
ト

マ
シ
ズ
で
マ

一

ナ
ス
ル
当
時
か
ら
当
会
と
交
流
の
あ
る
ネ
パ

一

l

ル
の
友
人
と
旧
交
を
暖
め
て
き
た
が
、
そ
一

の
一
人
タ
リ
シ
ュ
ナ
・

パ
ハ
ド
ゥ
1

ル
・

ベ

一

ル
マ
氏
(
ラ
ム
・

パ
ハ
ド
ゥ
l
ル
氏
の
実
兄
一

で
現
。
o
H
E

問
。
宮
内
山
E
R
u
、
u
o
叉
・
の
所
長
一

マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊
の
入
国
許
可
取
得
の
際
、
一

ネ
パ
l

ル
体
協
会
長
と
し
て
尽
力
し
た
)
よ一

り
、
標
記
二
つ
の
記
念
品
が
、
本
会
に
寄
贈一

さ
れ
た
。
本
会
で
は
こ
れ
も
備
品
と
し
て
登一

録
し
(
登
録
N
0

・
一
四
七
号
及
び一
四
八

一

号
〉
資
料
室
に
て
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

-

什
器
備
品
類
の
移
管

( 7 ) 
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エベレスト登山特別会計報告書 〈別表①〉 エ検め 助金と 、照J すと 会計特別 ￡2込~ 
ベ討る 方針る し のエ昭和45年11月30日現在 レのこあて ベ コ二
ス結とのつ 、 ν 

貸 方!借 方ト果、が J関S菜 たで (スベ
(エベレス ト登山会計) 1 1 1 エできが聞が、(「 ベエ ト レV 国際補助金 8 ,800 ,000 登 山 隊 費 97,279 ,449 古車 ベなあ 山巴 レは登01 , ス
自治体補助金 丸帆000 事 務 費 札帆胤 レいつーてス区最 ト
毎日新聞社後援金 19 ,000 ,000 募 金 貸 1 ,222 ,276 スてニとト に

N H K 後援金 20,000.000 科 学 研 究 費 乱159.409 1-そ、、 特別寄をト書も 8 てし 古里聖 分し要し ヌ」乙ヌ
雑 収 入 2 ， 781 ， 168 事故弔慰金 3 ,000 ,000 レあ 言十エ 覧 山
一般募金収入 43 ,368 ,600 スり 一上ベ

ト はーレ 会日本山岳会負担金(イ) 1 11 ,334 ,311 関 種に、頁処 スは

計 |…38 [ 計 | … 38 連々合補参理〉ト 義
(エベレスト関連会計〉 今万後 博 務込(見処)理込費費) I , 333 ,750 整 ををを ~ 止色
日本山岳会負担金(ロ〕 ム 164 ， 447 考書する残 1 ,300 ,000 ェ理 な行以 提す出 一計 口

余剰、;n:， 金 1 ,530 ,679 ベ 主 おなて の
lノ エフエ 二

計 | ム胤447 [ 計 [ .4 ,164 ,4H ス ベこベる 本
ト でレとレに立合 社 [ 114，帆悶 | 合 計 1 11山間5 委三員と誌 すにスにス必百対 処理で
込見る ートしトが多て し エ

[備考〕・日本山岳会負担金 (イ)+(ロ) =15 ,489.758 た 又占d計山h 当ι色 あ 〆、〈
会員募金 ι713 ， 917 、 0 。る す レ

内訳{隊員負担金 9 ,000 ,000 しみ の ス
エベレスト関連雑収 1 ， 784 ， 841 てで で ト余剰金は年度末をもって一般会計繰り入れ，またはエベレ1 ト基金として別勘定として計上する はあ の 、 寄る 委(注〉山 305 号に掲載の 9 月 30 日現在町残高試算表の数字は， その後若干の勘定科目の組替を行なった。 余剰のζ る。百程度のてし 収支決算 十 ら f 員

この中町大きなものは，毎日新聞社後援金包，000万円中より 1 ， 100万円を募金収入に組替え ， 支出 残、 月 びた 会
の項では雑費より募金費への組替である 。 務今 末 に。

れ項 れ表 書 てエ「 連ぷ言3と』2十C 意金エベレスト皿山隊収支報t書 (別表②〉 た なた③ はベ三 エ向を
玉三固 いエおい、レベで 、
昭和45年11月 30日現在 。ベ 募高係 。隊 別② 表 スレ レあエ

1. 収 入 (単位 :円〉 レ 支査車表 各隊別 ト スト のスるベスト。レ
科目|予算額|決算額 | 増減|説明 ト 「寝ス国庫補助金 払 500 ，∞01 8 ,800 ,0001 3ω ， 0∞文ノ部振省興国助成際金スポ 報の 官のエベ登会言山十汗EEt;r~ 登会山 基金と
自治体助成金 告古レの型T冨マ 三V' 計
東京都 01 2 ,000 ,0001 2 ， 000 ， 000 エ助金ベレスト登山補 に にス と
大阪府 01 1 ,000 ,0001 1 ， 00ω01 N I (注1) 本表に記入されて r r ト は主 主愛知県 01 1 ,000 .0001 1 ， 000 ， 000 学術振興補助金 は予算額It昭和岬 4 月 イ て お算 レ 残
神戸市 01 1 ，∞0 ， 0001 1 ， 000.000 長レスト登山補 作成の当初予算であるがそ 11; ~ 11; に雪" 裂ス し
大 阪 市 01 1. 000 ,0001 1. 000 ,0001 N の後数回に亘り実施予算と つ を ト た

別別い①関い横浜市 01 1 ,000 0001 1 ，∞0 ， 0∞ 。 して組替えられた。 、
日本山岳会 11 ,500 ,0001 11 ,334 ,3111 4165 ・ 689 1 I (注2) 毎日新聞社後援金
N 負 H 担 金K 1 20.000.0001 20 ,000 ,0001 0 報道関係後援金 30 ， 000.000の中11 ， 000.000
毎日新聞 30 ,000 ,0001 19 ， 000 ， 0∞ 411 ， 000 ， 000 1 N は毎日新聞社で行なった募
一般募金 30 ,000 ,0001 43.368.6001 13 ， 368 ， 600 大付金蔵省指定特定寄 金であるため，一般募金に
雑 収 入 o 1 996.3271 2.781.168 組替を行なった。

計|肌00附o[ 肌499 ，判 10，肌238!

隊別支出決算内訳表(別表③)

2 支 出 (単:位円) 昭和45年11月初日現在
(単位円)

項 目 |予 算額 | 決算額 | 増 減 | 増減内容説明
�---.._ 区分|第一次隊|第二次隊|本 隊 i 事務質 | 計

)� 通 費 8.303.4001 10.128 ,144i 1.824 ・ 744 隊員増加による l科目 """_____ I "'-"'"" 1 ."'-"'"" 1"" "" 1 募金貨 |
現地費 24 ， 120.0ω2ú68 ， 6921 ú48~6921 " . . _. N 交通貨 803 ， 10012 ， 491 7241 6 ,833 ,3201 01 10 ,128 ,144 
装備費 18 ， 000 ， 0∞ 24 ， 138 ， 564 1 6 ,138 ,564 砂 現地質 1 .391.7331 6.869 ， 285119 ， 307 ， 6741 O! 27 ,568.692 食糧費 8 ， 520 ，∞04 ，m ，O441 4， 997 ・ 956 寄贈品多いため 装備資 2 ・403 ;0281 3 .5払395118.160，山 24 ,138 ,564 
陵索装備費 14 ， 5∞，O0015 ， 41613 。?!l 916.130 食糧費 204 ,3951 926 ,0651 3 ,391 ,5841 01 4 ,522.044 
貨物輸送当 7∞ 0001 4.883 句 4.183 ， 909 物資加寄をZ付E 輸したた 酸素装備費 01 2 ,596 , 640112 ,819.4901 91 15 ,416.130 

'""V--V1 ".vv__v1 め地 貨物輸送貨“5.871 1 1 ， 381 ， 5401 2.856 ， 4981 O! 4 ,883 ,909 
医療費 1 ,500.0001 697 193 企802 ， 現物付による 医療費 21.9081 01 675 ,2551 01 697.163 
! 観測通 信 質 4 ,600 .0001 2.438 ,2351 42 .161 ,7651 N 観測通信費 130 ,9601 695.7401 1 ,611.5351 01 2 ,438 ,235 
梱包費1.000.0001 2 ,062 ,5731 1.062 , 梱包費 39 ,2751. 87.84011.935 ,4581 01 2 ,062 , 573 
写真撮影費 600 ,0001 146 ,892 叫53 ， 現物寄贈による 写真撮影費 01 01 146.8921 01 146 ,892 

J 土産品代 500 ,0001 408 ,8.9; 企91 ， 土産品代 24 ,0001 80.820! 303 ,9991 01 408 ,819 
保険料 800.0∞~，~~~， ~!~i ~~~ 隊員増加による 保険料 28 ,8121 261.8421 772 ,5611 01 1 ,093 ,215 
雑貨 2 ， ~56 ，~~ 1 1 ， 07~ ， 069ì 41.580.531 雑貨 19.041i 01 1 ,057.0281 01 1 ,076 ,069 
科学研究費 5.τ00 ， 0001 3,159 ,409: 42 ,540.591 科学研究資 3 ,1594091 01 3 ,159 ,409 

t 事務質 8 ， 500 ， 0001 8 ,537 ,104: 37 ,104 事務質 01 8 ,537 ,1041 8 ,537.104 
募金賞 01 1 ,222 ,276, 1 ,222 ,276 募金費 ~1 1 ， 222 ， 27~i !，~~~，~?~ 
事故弔慰金 01 3.0o0 ,0001 3 ,0o0.000 事故吊慰金 3 ,0o0 .000 01 3 ,0o0.00o 

! 計|肌肌000[ 110，帆刈 10 ， 499 ，判 計 \ 5.7山
(注) 隊別の支出内訳については別表 3 参照

( 8 ) -770 ー
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り
、
西
山
稜
隊
が
こ
れ
を
サ
ボ

一

l

ト

す
る
。

一

・

エ
ベ
レ
ス
ト

募
金
委
員
会
の
件
(
村
山
)

一

十
二
月
二
十

一
日
募
金
委
員
会
を
開
き
、

一

財
務
面
を
決
済
し
た
。
ζ

れ
を
も
っ
て
エ
ベ

一

レ
ス
ト
募
金
委
員
会
は
そ
の
任
務
を
終
了
し

一

た
。

一

・

エ
ベ
レ
ス
ト
残
務
処
理
の
件
(
照
井
〉

一

残
務
整
理
を
即
急
に
行
な
い、

事
務
局
員

一

の
会
本
来
の
業
務
に
支
障
な
い
よ
う
に
し
た

一

ぃ
。
と
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
要
員
の
雇
傭
を

一

し
た
い
の
で
適
当
な
も
の
が
い
た
ら
紹
介
し

一

て
ほ
し
い
。
ま
た
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
員
の
当
番

一

制
を
検
討
し
た
い
。

一

・
四
十
六
年
度
会
員
総
会
の
件
(
山
崎
)

一

四
十
六
年
度
会
員
総
会
は
四
月
十
七
日

←

(
土
〉
と
し
、
支
部
長
会
議
は
四
月
十
八
日

一

(
日
)
と
す
る
。

一

・

ネ
パ
l

ル
大
使
館
山
岳
関
係
世
話
係
り
の

一

件

1

(小
原
)

一

カ
ト
マ
ン
ズ
の
日
本
大
使
館
で山
岳
関
係

一

担
当
者
を
世
話
し
て
ほ
し
い
む
ね
要
望
が
あ

一

っ
た
。
緊
急
に
適
当
な
人
員
を
紹
介
し
て
も

一

ら
い
た
い
。

一

マ
報
告

一

・

海
外
連
絡
(
神
原
〉

一

こ
の
ほ
ど
ネ
パ
ー
ル
の
吉
良
大
使
が
辞
任

一

し
、
そ
の
後
任
に
根
本
博
大
使
が
就
任
す
る

一

ζ

と
に
な
っ
た
の
で
歓
送
迎
会
を
一
月
十
二

一

日
国
際
文
化
会
館
で
日
ネ
協
会
と
共
催
で
関

一

い
た
。

一

・
学
生
部
の
件
(
宮
下
)

十

全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
の
日
山
協
加
盟
を

一

す
す
め
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
近
く

一

関
東
学
生
山
岳
連
盟
を
結
成
す
る
。

一

・
山
岳
広
告
の
件
(
山
崎
)

一

山
岳
六
十
五
年
は
目
下
編
集
中
だ
が
、
新

一

し
い
広
告
を
の
せ
た
い
の
で
協
力
を
お
願
い

一

す
る
。

一

・

紳
河
内
山
荘
の
件
(
折
井
〉

一

山
荘
募
金
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い

一

る
。

一

( 10 ) 

氏

依月集
頼十会
し日の
た阪件
。大

ビ 9

tT 
29 
の

警ハ
産出
吉〉

-772 ー
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物
故
者

一
六
九
三
永
原
輝
雄
昭
和
四
五

・

一
逝
去
・

八
九
三
藤
木
九
三
昭
和
四
五

-

一
一
逝
去

ル
l
ム
日
誌

(
必
年
ロ
月
)

2

日

〈
水
)
理
事
評
議
員
会

3

日
(
木
)
パ
ラ
ジ
ュ
リ
氏
註
に
カ
ル
マ
氏

一
昭
和
四
十
六
年
二
月
十
日
発
行

歓
迎
会
一
墓
京
都

千
代
田
区
神
田
錦
町

4

日

(
金
〉
登山
技
術
誇
習
会
反
省
会
一

三
|
一
一
一
ニ
向
井
ピ
ル

山
口…
一
一
…
ト

r
D
L
U
U

良
一
一
齢一
発
行
所
滞
日
本
山
岳
会

四
十
五
年
度
年
次
晩
餐
会
(
於

一

編
集
代
表

山

崎
安
治

マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
)

一

(加
)
七
四

四
一

回
目

(
水
)
第二
六
六
回
小
集
会
京
都

山

一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

岳
会
北
中
南
米
一
七
ヶ
国
踏
査
一
東
京
都
港

区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

と
ア
ン
デ
ス
登山
隊
ベ
ル
l

の

一

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

現
地
支
部
長
会
議
日
程

5
月
勾
日
ロ
時

仙
台
市
博
物
館
集
会
、
駒
の
湯
泊
。
お
日
栗

駒
山
、
ゆ
ば
ま
泊
。
幻
日
鬼
と
う

・

へ
経
由
鳴

子
温
泉
二
般
会
員
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

あ
と
が
き
エ
ベ
レ

ス
ト

残
務
処
理
関
係

の
原
稿
の
た
め
沢
山
の
原
稿
が
残
り
ま
し

た
。
三
月
号
に
載
せ
ま
す
。
(
山
崎
)

求
む
、
ネ
パ
ー
ル
大
使

館
登
山
世
話
係
り

-

カ
ト
マ
ン
ズ
の
ネ
パ
l

ル
大
使
館
で

登
山
世
話
係
り
一
名
を
求
め
て
お
り
ま

す
。
任
期
は
二
、
三
年
で
す
。
条
件
は

次
の
通
り
で
、
希
望
者
は
大
至
急
日
本

…

山
山
岳
会
事
務
局
ま
で
履
歴
書
を
添
え
お

…
申
込
み
下
さ
い
。

・

英
語
に
堪
能
で
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ

マ

ラ
ヤ
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
ζ

と
。

-
ひ
と
通
り
の
登
山
技
術
を
持
ち

、

単

山

…
身
赴
任
出
来
る
一
一
一
十
歳
以
下
の
男
子
。

登
山

佐
々
木
徹
氏

口
日

(
木
)
平
井
吉
子
さ
ん
送
別
会

凶
日
(
土
)
ネ
パ
ー

ル
研
究
の
集
い
日
・
ネ

協
会

幻
日
(
月
〉
エ
ベ
レ
ス
ト
募
金
委
員
会

辺
日
(
火
)
山
荘
対
策
委
員
会

幻
日
〈
水
)
忘
年
会

年
末
m
m日
初
日
出
日
休
館

十
二
月
中
来
室
者
三
五
九
名

下交た会報製本御引受け 3穴た
製本代 (α25引1 号-300 号)金 7刊0叩0 円也
送料別受け 金 12叩0 円也

ナ力バヤシ株式会社
実京店.文京区水道い
阪店.都島区相生町 7，電話 (352) 3491 (代表)

名古屋店・昭和区雪見町 1-15，電話 (731 ) 7331 (代表)
工場:大阪工場(堺市)，東京工場(戸田町〉

砂背文字その他については往復はがきで
日本山岳会内「会報委員会」に御相談下さい‘

!! 山岳保険に入りましようグ ! 
日 ・貯蓄にもなります。 日

;; ・万ーの場合にはひとの迷惑を軽減します。 ;; 

! 糊談はく亘本団体生⑥へ ;j 
i 角筈支部停門脇営業所) ;i 
ii 東京都新宿区角筈 l の 844 新光ピル内 ;! 
1; 電話 (352) 15喧6 ・ 1557 ;: 

11:.:>::::.::::;::.::::::ユコニ.._.._..山ユ・ニニ，ZUZ23U2172222・白~.::;:::::.".::;::::::;!li
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; 著渓室主主I山の;君主
山に忘れたパイプ
藤島敏男著

〈菊判 584頁〉定価2 ， 500円

日本の山旅
足立源一郎スケッチ帖

< A 変主Y208頁〉定価3 ， 600円

アンナプルナ日記
京都大学学士山岳会編
< A12取変型判170頁〉定価 1 ， 200円

登項ゴジュンパ・カン
高橋進編

く A5判350頁〉定価900円

キンヤンキッシュ 1965
東京大学カラコルム遠征隊編

< B5変型判220頁〉定価3 ， 0凹円

南極新聞1956-7年
南極研究会編

< B5 !f'1J徴トジ〉定価600円

東京都千代田区神田駿河台2 0) 1 ・ Te l (291 )9442振替東京24723

40年のキャリア をもっ編集と 内容。

赤いカバーでおな じみの....

úl 日言己 1971 年版
日本山岳会編

< A6判400頁〉定価750円

山長 222E E223同
日本山岳会編 民主 ? : 232目

< A 5 半IJ > 60与三 1 ， 500円

国立公園カレン夕、一
国立公園協会編
< A 5 判リ ング綴 1 ) >定価960円

屋久島・美しい豊かな自然
赤星昌編

< B6判202頁〉定価480円

山で唄う歌 1 集・ 2 集
戸野昭・朝倉宏編

< A6判 126頁) 1 ;集240円・ 2 集280円

講材本・草原・氷河
加藤泰安著

< A5判482頁〉定価 1 ， 500円

すこし昔の話
初見一雄著

〈四六判400頁〉定価 1 ， 200円

遠い山・近い山
望月達夫著

< B6 判334頁〉定価960円

札10コ言王芽匙と芽モに
大島竪造著

〈四六判280頁〉定価 1 ， 500円

雪山・薮山
川崎糟雄著

< A5 変型判340頁〉定価 1 ， 200円

雪原の足あと
坂本直行著

< B5 判206頁〉定価2 ， 800円

山&ヌキ圃司事門店-買い易ω

山の J苫
登山・スキー用具専門店

柵時-北ヘ来たら

山の J吉店富
山

東京都文京区栂島 3 丁 目 38- 9 

片 桐 盛 之助
世間東京{回1 ) 179‘・ GG加得

-フレッシコ怠

山のJ吉

の

大阪市北区梅ケ枝町101
TEL. 06(362)5736 
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四谷店 東京都新宿区三栄町三番地

TE L (351) H32 ・ 1912

λ重洲口16 東京都中央区八重洲二町五

TEL (211) 1560 ・ 8575

新宿店新宿ステーション ピル四階
サービスショップ

T E L (352) 6 5 6 4 

日本 信 販 加盟店
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